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1．緒　　言

球技スポーツでは，種目に特有な体力として，瞬発
力を発揮するハイパワー運動と持久力を発揮するロー
パワー運動が混成した間欠的に運動を持続する能力が
要求される。なかでも間欠的持久力を向上させること
が重要である 9)。
野球競技には，原則 9回のイニング数で攻防する長
時間の運動及び走塁，打撃，守備による瞬発的な筋力
発揮の要求の繰り返しによる間欠的運動と複雑な技術
的要素が含まれる。野球競技の体力特性を評価する方
法として，これまでに自転車エルゴメーターを用いた
アネロビックパワーの測定が行われてきた 7,11,13,15)。し
かし，野球選手を対象に，間欠的持久力テストを実施
し，その成績と野球選手の体力と専門的な動作能力と
の関係を検討した例はない。
これまでのところ，全身持久力の測定方法として，
ラボラトリーテストによる最大酸素摂取量（V

4

O2max）
の測定，あるいは 12分間走やシャトルランなどによる
フィールドテストが行われてきた。従来のテストでは

連続的運動様式の測定であるため，球技種目特有の間
欠的持久力に十分に表していない方法が用いられてき
たと思われる。球技種目の試合では，ダッシュやジャ
ンプなど全力もしくはそれに近い状態での運動が間欠
的に実施される場面が多い。そのような間欠的運動に
おける持久力をフィールドテストにより評価する方法
に Yo-Yoテストがある。このテスト方法は，J.B-angsbo
によって開発されたものであり 1)，1）Endurance Test．
2）Intermitt ent Endurance Test．3）Intermitt ent Re-
covery Testの 3種類のテストからなり，それぞれ 2段
階のテストレベルに分かれている（Level 1，2）。En-
durance Testは断続的持久力，Intermitt ent Endurance
Testは 5秒間の休息を挟んで強度の高い運動を反復す
る能力，Intermitt ent Recovery Testは Intermitt ent En-
durance Testを基本としてスピードレベルが上昇し，10
秒間の休息を取り入れ素早く次の高強度運動を準備で
きる回復能力をテストするものである。Castagnaら
は，Intermitt ent Endurance Test Level 2は有酸素性能
力，Intermitt ent Recovery Test Level 1は有酸素性能力
―無酸素性能力のテストとして活用できると報告して
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Abstract: The purpose of this study was to clarify the relationships variables assessed by motor fi t-
ness tests physical fi tness and intermitt ent endurance. The subjects were 17 junior high school baseball 
players (13.4±0.5 age). Measurement of explosive power tests (handball throw, vertical jump, standing 
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いる 2,3)。これらより，Yo-Yoテストは球技種目の体力
特性に合ったフィールドテストとして利用価値がある
と考えられる。間欠的持久力を数値化し客観的に知り
得ること，ならびに野球競技力向上のために必要な，
瞬間的に筋力発揮する能力を評価する筋パワーや専門
的な動作能力のテスト結果と Yo-Yoテストの結果との
関係を明らかにすることは，野球競技力向上の指導項
目の確立や選手のセレクション等の資料となると考え
られる。
そこで本研究では，Yo-Yoテストの結果と筋パワー
及び専門的な動作能力のテスト結果との関係を明らか
にすることを目的とした。

2．方　　法

1）被験者
中学硬式野球部員 17名（経験年数；4.6±1.9年）で
あった。被験者の身体的特徴は表 1に示した。被験者
とその保護者には，事前に研究の主旨と実施内容を伝
え，参加の同意を得た。また，本研究は松本大学倫理
委員会による承認を受けた（No. 29）。

2）測定項目
筋パワー項目としてハンドボール投げ，垂直跳，立
幅跳，50 m走を新・日本人の体力標準値の体力テスト
に基づいて測定した。間欠的持久力を Yo-Yoテストで
測定した。基本的競技動作能力の項目として 3塁打走，
遠投，バットスイング速度を実施した。
1） 垂直跳（SENOH携帯用垂直とび測定器 LC9011）
は，腰に紐付きのベルトを装着し計測板の上で
ジャンプして紐の移動の長さにより計測した。ハ
ンドボール投げ，立幅跳，50 m走は新・日本人の
体力標準値の体力テストに基づいて測定した。各
2回実施し良い方の記録を採用した。

2） Yo-Yoテストは，Intermitt ent Endurance test Level 
2（以下：Yo-Yo IET Level 2）を採用した。シャト
ル・ラン形式を基本としスタート／ゴール・ライ
ンの 2.5 m後方にマーカーを置き，この 2.5 m区間
を歩行して5秒の休息を挟んで5–20秒走った。1往
復（40 m）ごとに記録し時間内にスタート／ゴー
ル・ラインに戻れない場合 1回目は警告，2回目
に戻れなかった段階で，そのラップを記録とした。

3） 3塁打走は，後ろ足をホームベース上に置いた姿
勢からスタートし，3塁ベースにいずれかの足が
着くまでの時間をストップウォッチで測定した。
2回実施し良い方の記録を採用した。

4） 遠投は，助走距離を 5 mとし，最高距離を測定し
た。2回実施し良い方の記録を採用した。

5） バットスイング速度は，マルチスピード測定器

REDEYES POCKET（横浜ゴム）を用いて実施し
た。測定器はホームベースの中心から 2 m離れた
ピッチャーを結ぶライン上の位置に設置した。
バットは金属バット（ZETT社製ゼットパワー：
83 cm，810 g）を使用した。被験者にはセンター
返しを意識してもらい，全力でのスイングを 5回
行わせた。スイング間では休息を設け，被験者の
タイミングで次のスイングを開始した。

3）統計処理
本研究で用いた数値は，全て平均±標準偏差で示し
た。本研究では，各測定データの正規性を確認した後
に，各測定項目間についてピアソンの相関係数の検定
（Pearson’s correlation coeffi  cient test）を実施した。有
意性は危険率 5%未満とした。

3．結　　果

1）測定値
表 1に，身体的特徴及び体力測定の結果を示した。

2）Yo-Yoテストの結果と筋パワー及び専門的な動作能
力の関係

表 2は Yo-Yoテストの結果と筋パワー測定項目の結
果との関係を示したものである。Yo-Yoテストの結果
は，ハンドボール投げ，立幅跳，垂直跳，50 m走と有
意な相関関係を示した。図 1は，全身を使い，瞬間的
に筋力を発揮させる筋パワー項目を新・日本人の体力
標準値の体力テスト 10)による評価表で点数化した筋
パワーテストスコアと Yo-Yoテストの成績との関係を
示したものである。両スコアは強い相関関係を示し，
筋パワーテストスコアが高くなるほど Yo-Yoテストの

表 1　被験者の身体的特徴及び体力測定の結果（n=17）
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成績は増加した。図 2は，Yo-Yoテストの結果と遠投
距離との関係を示したものである。両変数間には，有
意な正の相関関係（r=0.580, p<0.05）が認められた。
図 3は，Yo-Yoテストの結果と 3塁打走タイムとの関
係を示したものである。Yo-Yoテストの結果は 3塁打
走タイムと有意な負の相関関係（r=−0.758, p<0.01）を
示した。つまり，3塁打走の記録が良い者ほど Yo-Yo
テストの成績が良かった。一方，図 4はバットスイン
グ速度と Yo-Yoテストの結果との関係を示したもので
ある。Yo-Yoテストの結果とバットスイング速度との
間には，有意な相関関係は認められなかった。

4．考　　察

Yo-Yoテストの結果と筋パワー及び専門的な動作能力
との関係

本研究において，Yo-Yo IET Level 2を実施し，Yo-Yo
テストの結果と筋パワー項目及び野球における専門的
な動作能力の関連について相関分析を行った結果，ハ
ンドボール投げ，垂直跳，立幅跳，50 m走に有意な相
関関係が認められた。これらの筋パワー項目を新・日
本人の体力標準値の体力テスト 10)によって点数化し
たスコアと Yo-Yoテストの結果との間に強い相関関係
が認められた。また，専門的な動作能力の遠投距離，
3塁打走タイムと Yo-Yoテストの結果との間に有意な
相関関係が認められた。筋パワー項目において，本研
究で得られた結果は，Castagnaら 2)が報告しているYo-
Yo Intermitt ent Recovery Test（Yo-Yo IRT）の結果を支
持している。Castagnaら 2,4)は Yo-Yo IRTとラボラト
リーテストによる最大酸素摂取量，フィールドテスト
による 12分間走，瞬発的なパワーを評価する Counter 
movement jump; CMJと有意な相関関係が認められ，
Yo-Yo IRTは有酸素性―無酸素性能力のテストとして
利用できると報告している。本研究では，Yo-Yo IET 
Level 2および瞬発的なパワーを評価する項目として
垂直跳を行い，岩竹ら 6)は CMJと垂直跳，立幅跳の項
目間に相関関係が認められると報告している。よって，
Yo-Yo IET Level 2と垂直跳による瞬発的なパワーとの
間に相互関係があることを支持している。しかし，女
子エリートサッカー選手（23歳；18–29歳）を対象に，

* p<0.05, ** p<0.01

表 2　Yo-Yoテストの結果と筋パワーとの関係（n=17）

図 1　筋パワーテストスコアと Yo-Yoテストの結果との関係

図 2 遠投距離と Yo-Yoテストの結果との関係

図 3　3塁打走タイムと Yo-Yoテストの結果との関係

図 4　バットスイング速度と Yo-Yoテストの結果との関係
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Krustrupら 5)はYo-Yo IET Level 2の結果と最大酸素摂
取量との間に相関関係を示し，CMJと 30 m走につい
ては相関関係が認められなかったと報告している。こ
のことは，競技種目による違いによって Yo-Yo IRTと
Yo-Yo IETのそれぞれに妥当性の違いが考えられる。先
行研究 5)は，間欠的持久力の強度が Yo-Yo IETより高
い Yo-Yo IRTがサッカーの体力を表し，Yo-Yo IETと
サッカー選手の間には瞬発的パワーは相互関係にない
とされている。本研究は中学野球選手を対象者とし，
今回の結果から Yo-Yo IETとの間に瞬発的パワーと相
互関係にあることは，Yo-Yo IETは競技種目の違いに
よって，必ずしも適切な運動能力を評価していない 3)

と示唆される。よって，今回得られた結果が Krustrup
ら 5)の CMJ，30 m走の関係とは逆の結果を示したこと
が考えられる。
これらから，野球競技を対象とした本研究の筋パ
ワー項目の成績は，Yo-Yo IET Level 2の結果との間に
関係があることを示し，Yo-Yo IET Level 2の結果は瞬
発的なパワーかつ，それを高強度で維持する能力を反
映していると示唆される。野球の専門的な動作能力の
投動作，走動作は瞬発的であり，高強度のパワーを十
数秒間発揮し続ける能力であることから筋パワー項目
の成績と同様に，専門的な動作能力と Yo-Yo IET Level 
2の結果との間において相関関係が認められたと考え
られる。中学野球選手におけるスイング動作は，体格
や握力，背筋力との関係が認められている 14)。本論で
は握力および背筋力の項目を記述していないが，Yo-Yo 
IET Level 2の結果との間には相互関係が認められな
かったため，バットスイング速度との間に有意な相関
関係が認められなかったと考えられる。
本研究で得られた Yo-Yoテストの結果と筋パワー及
び専門的な動作能力との関係は，町田ら 12)と坂井ら 8)

の先行知見を支持している。野球の必要な体力要素と
して町田ら 12)は筋力，柔軟性，スピード・敏捷性，持
久力，調整力を挙げている。野球動作の大半は 10秒以
下で行われ，バリスティックな全身動作で急激な加速
および減速が行われるため，エネルギー供給は無酸素
性エネルギーであると述べている。坂井ら 8)は，有酸
素性作業能力は，個人の持つ無酸素性作業能力の上限
に対して高い水準でハイパワー運動を反復するための
必要条件であると示している。これらより，野球の競
技力向上には専門的な動作をより高い水準で行える筋
パワーの高さと間欠的持久力の高さが重要だと考えら
れ，両者は本研究の得られた結果から相互関係にある
ことが示された。
本研究にはいくつかの限界がある。まずは，対象者
の標本数（n=17）が少ないこと，また経験年数が 4.6
±1.9年の中学生であり，小学生時代に培ってきた諸能

力が大きく反映されていると思われる点である。この
ため，得られた結論は限定的である。今後さらに標本
数を増やし，検討することが望まれる。

5．結　　論

本研究では，野球競技力向上のために必要な，瞬間
的に筋力発揮する能力を評価する筋パワー及び専門的
な動作能力のテスト結果と Yo-Yoテストの結果との関
係について検討した結果，以下の知見が得られた。
1. Yo-Yo IET Level 2の結果と筋パワー項目の成績と
の間に関係があることを示されたことから，野球
競技を対象としたYo-Yo IET Level 2の結果は瞬発
的なパワーかつ，それを高強度で維持する能力を
反映している。

2. 専門的な動作能力とYo-Yo IET Level 2の結果との
間において有意な関係があることから専門的な動
作能力の投動作，走動作の瞬発的なパワーを Yo-
Yo IET Level 2は評価している。
以上により，Yo-Yoテストは中学野球における必要
な運動能力の評価をテストできる方法であるとする知
見を提示したものと考えられる。
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